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１
社会人／専門職大学院における実践的リサーチデザインの検討

○小野田敬（東工大），伊藤泰信（ ）

昨今の若者人口の減少に伴い、科学技術を推進する人材不足が深刻な課題となっている

。一方、現代の高等教育では、リカレント教育やリスキリング教育が重要視され、ビジネスス

クールや専門職大学院が社会人を対象とした教育活動を活発に展開しており、多くの社会人学生が参

画している 。日本でも以下の図に示すとおり、この１０年で特に博士課

程においては、全体的に学生が減少する一方、社会人学生の占める割合は増加の途をたどっている

（文部科学省 ）。

このような状況から、近年では社会人大学院に

も科学技術の推進に寄与する役割が求められる時

代が到来しつつある。しかしながら、その道のり

は決して平坦ではない。背景の一つとして、これ

らの教育機関では、実務的な問題解決が最優先さ

れ、学術的な貢献がこれまであまり重視されてこ

なかった点が挙げられる

Morante, Castelló, and Sala Bubaré 2024)。

こうした状況が生じる背景には、社会人学生と教

員の現状が大きな影響を与えている。一般には社会

人学生の多くは、即戦力となる実務的な知識やスキルの習得を目指しており、理論的な論文執筆には

あまり関心を示さないものとされる 。一方、

ビジネススクールなどで社会人学生を指導する教員の多くは、自身のキャリアとするため学術的な新

規性や理論的貢献を重視する傾向にある 。その

ため、産学連携に関心を持つ一部の教員を除き、特に実務的な研究に関心を持たない教員がいる場合

には、学生の期待と教員の指導方針が一致せず、対応が課題となっている

。

社会人大学院生と教員の間にみられるこうしたギャップの克服に関しては、その対応も議論されて

いる。例えば、企業におけるマネジメントにおいては、実務家と教員の双方が密接な連携をとること

について言及するものがある

。例えば、

らは、理論的厳密性と実務的関連性の間にみられるギャップに関し、組織、作業プロセス、

大学院（博士課程）入学者における社会人学生の占める割合推移

出典 文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標

」を基に筆者らが加工・作成。
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リーダーシップ構造を対象とするマネジメント研究においてはこの二つの視点が共に必要となること

から、ギャップも少なくなっている点を指摘する 。

も、学者と実務者の間にあるギャップを超えて、新しい研究と実践の方向性を見出す可能性に

ついて議論しており、学者が実務現場に入り込むことで、より効果的な研究が可能になると示唆して

いる。また、実務者も学術的な理論に関与することで、双方のギャップを埋める手助けができるとし

ている 。一方、これらのアプローチは、実務家と科学者の役割を明確に

分担することを前提とした対応が中心であり、両者の役割をいかに両立させるかという視点は見られ

ない。また、その両立を実現するための実践的な方法論について検討した研究も、依然として少ない

状況にある。

そこで本発表では、実務的背景と学術的貢献を統合するリサーチデザインに注目する。実務に根ざ

した問題解決を目指しつつ、学術的新規性を追求するアプローチがどのように可能かを、社会人大学

院でのリサーチデザインの実践例を通じて検討する。
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